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平成19年1月17日  

薬事・食品衛生審議会  

食品衛生分科会長 吉倉 虞 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 井上  達  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成18年11月8日厚生労働省発食安第1108001号をもって諮問された、食品衛生  

法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくクロチアニジンに係る  

食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った結果を別  

添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

クロチアニジン  

1．品目名：クロチアニジン（clothianidin）  

2．用途：殺虫剤   

ネオニコチノイド系殺虫剤である。作用機序は、主にニコチン性アセチルコリン受   
容体アゴニスト作用によるものと考えられる。   

3．化学名：（Eトト（2－クロロー1，3－チアゾールー5－イルメチル）－3－メチルー2  
－ ニトログアニジン  

4．構造式及び物性  

CH日N 
3＼  

NO 
／2  

C   

／  

N  

＼cH☆cl  

H  

分子式  C6H8CIN502S  

分子量  249．68  

水溶解度  0．327g／L（20℃）  

分配係数   logPow＝0．7（25℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法  
本案の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり0  

なお、匝麺召となっているものについては今回適用拡大申請がなされたものを示してい  
る。  

仁
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

本剤の  

クロチアニジ  

適用  希釈倍  
使用液量   使用時期  任用回  ンを含む農薬  

作物名  
病害虫名  

率  

数   
法  

の総使用回数   

アデラムシ類  4000倍   

コナシ～ラミ類  
匝司  

メロン  
ミナミキイロアサヾミウマ   （育苗期の嘲  

トマトハモク÷リハ■ェ  
玩処理及び項  

ミナミキイロアサ■ミウマ  時の土壌渥  

ハモクヾリハヾェ類  恥は合計1回  

なす  アデラムシ類  
l以内、散布は弓  

マメハモク～リハ～ェ  
3回以内   匝空亘□  

2000～  
コナシ～ラミ類  

4000倍  
アデラムシ類  4回以内  

コナシ～ラミ頬  
（鉢上時の抹元  

収穫前日まで  

トマト  
処理及び定植  

ミニトマト  時の土壌混和  

ハモク～リハ÷ェ類  2000倍  
は合計l回以内、  

散布は3回以内）  

匝司  匡亘亘司  

匡亘亘頭  
4000倍  

100～300  
（育苗期の抹‾  

2000′■）  散布  

巨三頭  L／10a  
ピーマン  4000倍  2回以内  時の土壌混瑚  

は合計1回r  

ミナミキイロアサ～ミウマ   
内、散布は2ロ  

2000倍  区毎□  

匡司   ネキヾァがミウマ   収穫3日前まで  3回以内  3回以内  

匡亘三日   アデラムシ類   

3回以内  

（は種時の土壌  

だいこん   収穫7日前まで   
2000～  混和は1回以内、  

アフ÷ラムシ類  

4000倍  は種後は2回以内）  

3回以内  

2回以内  （育苗期の株元  

レタス  処理は1回以内、  

ナモク～リハヾェ  2000倍  
収穫3日前まで  散布は2回以内）  

2000′－  
アデラムシ類  

†非結球レタ  4000倍  2回以内  

ナモクナリハ■ェ  2000倍   

一了－   



（1）1（i．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

本剤の  
タロチアニジ  

適用  希釈倍  
作物名  任用液量   使用時期  使用回  ンを含む農薬  

病害虫名  率  
数   法    の総使用回数   

匝司  

巨垂∃  l（は種時の嘲  

アデラムシ類  
4000倍   栃、育苗期の嘲  

キャベツ  収穫3日前まで  2回以内   
院処理及び項  

100′、300  睡時の土壌嘲  

L／10a  l和は合計1回  

匝司   2000倍   l以内、散布は］  

散布  田■  
ネキ■ァサ～ミウマ  

4回以内  4回以内   ねぎ  
ネギハモク予リハ＋ェ   

匡垂頭  25L／10a  4回以内  

アブ■ラムシ類  収穫7日前まで  （植付時の土壌  

4000倍   

ばれいしょ  100～300  
3回以内  混和はl回以内、  

2000～  
テントウムシタ÷マシ類  L／10a  植付後は3回以  

4000倍   内）  

テンサイトビハムシ  1L／へ○－ハ○－  

苗床  
てんさい   ‾ンサイげ車ナ′、ヾ可  ホーット1冊  定植前   1回  

潅注   
1回   

カメノコハムシ   （3L／m2）  

2000～  
アデラムシ類  

匝∃  4000倍   収穫3日前まで   

カメムシ類   

100′－300  

巨空互亘亘］  L／10a  

だいず   2000′－  収穫7日前まで  
フグスシヾヒメハ叫  

4000倍  

カメムシ類   2000日  3回以内  散布   3回以内  

カメムシ類  匝弧菩   

キンモンホリが  

キ○ンモンハモク～りが  

200′、700  

りんご  シンクイムシ類  2000′－、ノ  
L／10a   

収穫前日までl  

アブ～ラムシ類  4000倍   

クワコナカイがラムシ  

匝瑠  

－8－   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

本剤の  

クロチアニジ  

適用  希釈倍  
作物名  使用液量   使用時期  使用回  

法  
ンを含む農薬  

病害虫名  率  
数   の総使用回数   

シンクイムシ類  

アデラムシ類  
なし  収穫前日まで   

クワコナカイがラムシ  

カメムシ類   2000′－  

アデラムシ類  4000倍   

モモハモク÷りが  

もも  シンクイムシ類  収穫7目前まで  
3回以内   3回以内  

カメムシ類  

コがネムシ類   2000倍  

アデラムシ類  

モモハモク～りが  

シンクイムシ類  収穫3日前まで  

カメムシ類   200～700  

コがネムシ類   L／10a  

オウトウシ］ウシ予ヨウハヾェ   

おうとう  2000倍  収穫前日まで  2回以内  2回以内  

カメムシ類  

轟…  
散布  

うめ  収穫7日前まで   
アデラムシ類   

コナカイがラムシ類  

ぶどう  2000～  
収穫14日前まで  

4000倍  

巨≡∃  アサ十ミウマ類 コナカイがラムシ類  
収穫7目前まで  

【回   アサ÷ミウマ類   
3回以内  3回以内  

匝適  収穫3日前まで  
アデラムシ類  4000倍   

ー■●  

匡頭   

（種実、た  

だし、だい   100′、300  

アデラムシ類   4000倍  収穫7日繭まで  
匡、らっか   L／10a  

匝亘司  

巨コ   

－9－   



（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

本剤の  

クロチアニジ  

適用  希釈倍  

率   
使用液量   使用時期  使用回  

法  
ンを含む農薬  

作物名  
病害虫名  

数   の総使用回数   

アデラムシ類  

ミカンハモクヾりが  

アサ～ミウマ類  

ケシキスイ類  

コアオハナムク～リ  

かんきつ  ツノロウムシ  2000～  

（みかんを  

除く）  コ～マタ～ラカミキリ  

カメムシ類  
200～700  

アケ○ハ類  収穫7日前まで  3回以内   3回以内  
L／10a  

アカマルカイがラムシ  

巨車重三∃  

匝≡］   2000倍   散布  

カキノりヨコハヾィ  4000倍  

チャノキイロアサ～ミウマ  

カキクタヾアサ÷ミウマ  

かき  
フシヾコナカイがラムシ  

カキノヘタムシが  2000～  

カメムシ類  4000倍   

チャノキイロアサ■ミウマ  

チャノミドリヒメ］コハ～ィ  200～400  

茶  摘採7日前まで   1回  1回  

チャノホソが  L／10a  

コミカンアデラムシ  4000倍   

2000～  100～300  
匝≡：至］  ミナミキイロアサ～ミウマ  収穫前日まで  3回以内  3回以内   

4000倍  L／10a  
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（1）16．0％クロチアニジン水溶剤（つづき）   

本剤の  

クロチアニジ  

適用  希釈倍  
使用時期  使用回  ンを含む農薬  

作物名  
病害虫名  

率   法  
数   の総任用回数   

収穫150日  樹幹  
ミカンハモク÷りが   20倍  100mL／樹  

前まで   
1回  

散布   

アブ寸ラムシ類  

ミカンハモク÷りが  

アサ■ミウマ類  

ケシキスイ類  4回以内  

コアかナムク■リ  （樹幹散布  

2000～  
みかん  ツノロウムシ  は1回以内、  

4000倍  200′）700  
コナカイがラムシ類  収穫7日前まで   植付後は3回  

L／10a  
コ÷マタヤラカミキリ  以内）  

3回以内  
カメムシ類  

アケヾハ類  

アカマルカイがラムシ  

匝亘∃  
2000倍  

匪∃  

匡互司  収穫前日まで   
2000～  

【衰二司  アデラムシ類  
収穫14日前まで   3回以内  

4000倍   L／10a  
匝司  収穫7日前まで   

（2）1．0％クロチアニジン1キロ粒剤   

クロチアニジ  

適用  本剤の  

作物名  使用量   使用時期  
使用回数   

使用方法   ンを含む農薬  

病害虫名  
の総使用回数   

4回以内  

ウンカ類  （但し本田  

稲  1kg／10a  収穫14日前まで  3回以内   
散布    期は3回以  ツマクヾロ］コハヾィ  

内）   

－11－   



（3）0．50％クロチアニジン粒剤   

本剤の  クロチアニジ  

適用  
作物名  

病害虫名   
使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

ウンカ類  

稲  ツマク～ロヨコバイ   3kg／10a  収穫14日前まで  3回以内  散布   
4回以内  

カメムシ類   3～4kg／10a   
（育苗箱散布は1  

育苗箱の  
回以内、本田では  

稲   イネドロオイムシ   苗の上か   
3回以内）  

（箱育苗】   イネミス～ソヤウムシ  使用土壌約5L）  移植当日  ら均一に  

1箱当り50g  散布する   

匝三三三頭  4回以内  

育苗期後半  株元処理  

アデラムシ類   1g／株  （育苗期の株元  

コナゾラミ類  処理及び定植時  

きゆうり  

ア7■ラムシ類   

の土壌混和は合  
1～2g／株  

計1回以内、散布  

ミナミキイロアサ■ミウマ   2g／株  は3回以内）  
定植時  

土壌混和  4回以内  

アデラムシ類  （定植時の土壌  

すいか  1～2g／株   
ミナミキイロアサ～ミウマ  混和は1回以内、  

散布は3回以内）  

匡亘亘頭   l育苗期後判  1回  株元処理   

コナゾラミ類  
1g／株  

アデラムシ類   植穴処理  
巨垂司  

メロン  1～2g／株  
定植時  （育苗期の株元 

ミナミキイロアサ～ミウマ  
土壌混和  

2g／株   処理及び定植嘲  
トマトハモク～リハヾェ  

】の土壌混和は合l  

匡垂頭   l育苗期後半t  計1回以内、散村  
アデラムシ類  

なす  lは3回以内）l  

マメハモクヤリハヾェ  定植時  
1g／株  土壌混和   

コナシ～ラミ類  

匡亘頭  
株元処理   

4回以内  
鉢上時  

（鉢上時の株元処  
コナシ～ラミ類  

トマト  理及び定植時の  

ミニトマト  ア7～ラムシ類  1～2g／株   土壌混和は合計1  

マメハモク～リハ～ェ  

定植時  
回以内、散布は3  

トマトハモク～リ／、～ェ   2g／株   
回以内）  

ー12－   



（二3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）   

本剤の  クロチアニジ  

適用  
使用量   使用時期  使用回  作物名  

病害虫名  
数   の総使用回数   

植穴処理  

匹∃   1g／株   定植時   1回   

土壌混和  

3回以内  

アデラムシ類  （は種時の土壌  
播溝処理  

だいこん  3～6kg／loa   は種時  混和は1回以内、  
土壌混和  

1回  は種後は2回以  

内）   

3回以内  

（育苗期の株元  

レタス   アデラムシ類   0．5g／株   育苗期後半  株元処：哩  
処理は1回以内、  

散布は2回以内）   

ねぎ  
ネキ～ァサ～ミウマ  

匝頭  3～6kg／10a  収穫3日前まで  4回以内  株元散布   4回以内   
ネキ～ハモク～リバェ  

匝≡頭  

覆土後セル  

巨頭  成育苗トレ  
0．25g／株   は種時   

、イマタ÷ラノメイが  イの上から  巨垂回  

散布する   （は種時の散布、  

匪亘亘頭  育苗期の株元処  

キャベツ  コナが  
1回  

恒及び定植時のl  

0．5g／株   育苗期後半  
アオムシ  仕壌混和は合計1  

巨亘二重亘司  恒以内、散布は2 

匹垂頭   1g／株   
植穴処理  

匝二］  

コナが  定植時  

2g／株   
土壌混和  

アオムシ  

れんこん  クワイクビレアデラムシ   収穫7日前まで  3回以内  散布   3回以内   

4回以内  

（植付時の土壌  
植溝処理  

ばれいしょ   ア7～ラムシ類  
混和は1回以内、  

6kg／10a  土壌混和  
植付時   1回  植付後は3回以  

内）  

作条処理  

かんしょ   コがネムシ類   1回  
土壌混和  

一13－   



（3）0．50％クロチアニジン粒剤（つづき）   

本剤の  クロチアニジ  

作物名   
適用  

使用量   使用時期  使用回  
病害虫名  

数   の総使用回数   

障苗期後判   株元処理   
匡亘亘司  

（育苗期の株元 

処理及び定植、  
ピーマン   アデラムシ類   1g／株  

1回  
定植時  

針1回以内、散村  

lは2回以内）l  

（4）†）．15％クロチアニジン粒剤DL   

本剤の  クロチアニジ  

適用  
作物名  

病害虫名   
使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

ウンカ類  

ツマク～ロヨコハヾイ  4回以内  

カメムシ類   （育苗箱散布は1  

稲  収穫14日前まで   
イナコや類   4kg／10a  回以内、本田では  

3回以内  散布  
イネドロオイムシ  3回以内）  

3kg／10a   
ブタオピコヤが  

アデラムシ類  
だいず  4kg／10a   収穫7日前まで  3回以内   

カメムシ類  

（5）1．5％クロチアニジン箱粒剤  

本剤の  クロチアニジ  

適用  
作物名  

病害虫名   
使用量   使用時期  使用回  

数   の総使用回数   

ウンカ類  

ツマク～pヨコハヤィ  

育苗箱の  4回以内  
イネミス～ソ～ウムシ  

稲  （30×60×3cm、  移植3日前～   上から均   （育苗箱散布は1   
イネドロオイムシ  

（箱育苗）  使用土壌約5L） 移植当日  1回  

ニカメイチエウ  
1箱当り50g  する。   3回以内）   

フタオピコヤが  

イネりハモク～リハ～ェ   

－14－   



（6）0．50％クロチアニジンH粉剤DL   

本剤の  クロチアニジ  

適用  
使用量   使用時期  使用回  作物名  

病害虫名  
数   の総使用回数   

カメムシ類  

ウンカ類  

ツマクヾロ］コハヾィ  
4回以内  

イナコヾ類  3～4kg／10a   （育苗箱散布は1  

稲  収穫14日前まで   
イネットムシ  回以内、本田では  

ニカメイチエウ  3回以内  散布  3回以内）  

7タオピコヤが  

イネドロオイムシ   3kg／10a  

アデラムシ類  

だいず  カメムシ類  3～4kg／10a  収穫7日前まで   3回以内  

7タスゾりハムシ  

（7）200％クロチアニジン水和剤（フロアブル）   

本剤の  

クロチアニジ  

適用  
作物名  

希釈倍率  使用液量   使用時期  使用回  ンを含む農薬  

病害虫名  
法  

数   の総使用回数   

イナコヾ類  

ウンカ類  
5000倍   

60～150  
散布  

ツマク～ロヨコハ～ィ  L／10a   

カメムシ類  
4回以内  

ウンカ類  
（育苗箱散布  

空中  

稲  ツマク～ロ］コハ～ィ  90倍   収穫14日前まで   は1回以内、  
散布  

カメムシ類  
本田では3回  

無人ヘリ  以内）  

ウンカ類  
コアクー  

24倍  800mL／10a   
カメムシ類  3回以内       による  

散布  

アデラムシ類  

匡∈司  カメムシ類  2500倍   
3回以内  

マメシンクイが  

100～300  4回以内  
収穫7目前まで  

L／10a  散布            （植付時の土壌  

匝互‡亘］   
アデラムシ類   5000倍   

混和は1回以内、  

植付後では3回  

以内）  
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6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

① 分析対象の化合物  

・クロチアニジン   

② 分析法の概要  

試料をアセトンで抽出し、CHEMELUTTNカラム、Sep－Pak①アルミナ（N）及びシリカ  

カートリッジで精製した後、高速液体タロマトグラフにより定量する。  

検出限界0．002～0．05ppm。  

（2）作物残留試験結果  

・言晶  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）し  

たところ、散布後13注2）～28日の最大残留量注1）は0．134，0．104ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散布  

後13注2）～28日の最大残留量は〈0．004，0．026ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．15％粉剤比を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後   

13注2）～28日の最大残留量は0．048，0．023ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移植  

当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～  

2：2日の最大残留量は0．02，．く0．01ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．．5％粉剤DLを  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．07，0．09ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに16．0％水溶剤の  

∠l，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残  

留量は0．14，0．12ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われてい  

ない。  

稲（玄米）・を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を計3  

回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．01，0．02ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  
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稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロアブ  

ルの5，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最  

大残留量は0．12，0．13ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われ  

ていない。   

稲（玄米）を用いた作物残留試験（3例）において、16、0％水溶剤の200倍希釈液  

を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロアブ  

ルの24倍希釈i夜を計3又は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14～28  

日の最大残留量は0．04，0．16，0．16ppmであった。ただし、この試験は、適用範  

囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び16．0％水溶剤の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）  

したところ、散布後13注2）～28日の最大残留量は0．11，0．132ppmであった。た  

だし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び1．0％1キロ粒剤を計3回散布（1kg／10a）したところ、散  

布後13注2）～28日の最大残留量は0．118，0．176ppmであった。ただし、この試験  

は、適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．15％粉剤DLを計3回散布（4kg／10a）したところ、散布  

後13注2）～28日の最大残留量は0．12，0．142ppmであった。ただし、この試験は、  

適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2．5％箱粒剤を50g／箱（移  

植当日育苗施用）、及び0．5％粒剤を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14  

～22日の最大残留量は0．72，0．26ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲  

内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粉剤DL  

を計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．28，2．75  

ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに16，0％水溶剤  

の4，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の最大  

残留量は0．18，0．78ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われて  

いない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに0．5％粒剤を  

計3回散布（4kg／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は0．17，2．16ppm  

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。   
稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 16、0％水溶剤の200倍希釈  
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液を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロア  

ブルの5，000倍希釈液を計3回散布（150L／10a）したところ、散布後14～28日の  

最大残留量は0．12，1．02ppmであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行わ  
れていない。   

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（3例）において、16．0％水溶剤の200倍希釈  

液を0．5L／箱及び2．5％箱粒剤を50g／箱（移植当日育苗施用）、並びに20．0％フロア  

ブルの24倍希釈液を計3又は4回RCH散布（0．8L／10a）したところ、散布後14  

へ′28日の最大残留量は0．81，2．57，2．28ppmであった。ただし、この試験は、適  

用範囲内で行われていない。  

②だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   

（播種時播溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布（150，   
2OOL／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．01，く0．01ppmであっ   

た。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   

（播種時播溝処理土壌混和）、及び0．5％H粉剤DLを計4回又は3回散布（4kg／10a）   

したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，く0．01注3）ppmであった。ただ   

し、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   
（播種時播溝処理土壌混和）、及び20．0％フロアブルの2，500倍希釈液を計3回散   

布（200，250L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，く0．01ppm   

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

③ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   

（播種前播種溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の2，000倍希釈液を計3回散布   

（150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．002，0．016ppmであ   

った。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   

（植付時植溝処理土壌混和）、及び20．0％フロアブルの2，500倍希釈液を計3回散   

布（200，250L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量はく0．01，0．01ppm   

であった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、0．5％粒剤を6kg／10a   

（植付時植溝処理土壌混和）、及び16．0％水溶剤の1，000倍希釈液を計3［司散布   

（25L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．03，く0．01ppmであっ   
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